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殉教者主教ファビアン 
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～第 20 代ローマ教皇～ 

 

＜人名事典などでの別表記：ファビアーヌス、ファビアノス＞ 

 

彼は第 20 代ローマ教皇でカトリック教会では聖人となっていま

すが、ファビアンの生誕など、詳しい部分はわかっていません。 

 第 20 代のローマ教皇が選ばれるとき、ファビアンは候補者では

なく、また、司教にもなっていませんでした。しかし、教皇を選ぶ

ために集まった多くのキリスト教徒は、ファビアンの頭上にとまる

鳩のような霊を見ます。そしてその霊は、ファビアンの頭を照らし

ていました。その結果、群衆は彼を教皇に推し、新参者であったに

もかかわらず、ファビアンは他の候補者たちを指し置いて司教に選

ばれ、第 20代ローマ教皇となったのです。 

 彼は教皇として、多くの業績を後の世に残していきます。まずロ

ーマ教会の組織整備に手をつけました。ローマ市を 7つの教区に分

け、7 人の助祭と 46 人の長老が中心になって、各教区の業務をお

こないました。さらに下級聖職者を五段階にわけるなど、貧しい人

への対応が容易におこなえる組織に変えていきました。 

 さらに、ローマ皇帝フィリップス・アラブスとその息子に洗礼も

授けました。ローマ帝国でキリスト教が公認されたのは 313 年で

すので、それよりも前の出来事ということになります。 

 

                 「ファビアヌス」 

   

 

 

 

 

 さらに、それまでキリスト教徒であることを理由に迫害され、殺

された、いわゆる殉教者たちの働きを調査するための役職も設立し

たと伝えられています。 

ファビアンの見事な職務遂行ぶりは、キュプリアヌスもその手紙

の中で高く評価していますし、また、オリゲネスとも親交がありま

した。 

 しかしローマ皇帝がデキウスに変わると、状況は変わっていきま

す。デキウスはゴート族（現在のドイツ）に対抗する作戦に従事し

ていましたが、その中でキリスト教ではなく、ローマ古来の宗教を

復興しようとした皇帝でした。そのため、キリスト教徒に対し、組

織的で激しい弾圧をおこなっていきます。ファビアンはその中で命

を落とし、殉教者の一員となったそうです。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ力と恵みによって、聖なる殉教者主教ファ

ビアンに苦難に勝ち、死に至るまで忠実である生涯を与えられまし

た。どうか恵みをもってわたしたちを強め、どのような迫害にも耐

え、主イエス・キリストのみ名を忠実に証することができますよう

に、主は父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配しておられ

ます。      アーメン 


